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▼
宇土櫓と長烏帽子(ながえほし)

この長烏帽子は正しくは「蛇の目紋入

り長烏帽子形張掛かぶと」 (島田美術館蔵)

といい、高さ72cm、重さ2.5kgです。

かぶとの一種でただちに加藤清正を思

い出すほど有名なものです。

戦国時代に著しくなった団体戦におい

て、自己の存在を強く主張するためにそ

れぞれの武将が工夫し特徴付けています。

戦いの最中、攻防の要を占めている大将

は、その存在が全軍の兵から注目され、

出処進退に迷うことがないよう目立つ必

要があるからです。

なお、このかぶとは、紙とこよりを漆

で固めたものですが、豆削こかぶるところ

は皮製になっています。

熊本市民

愛市憲章
蝣Ill†'"."'・-.'蝣車尺・言り.(J、へ-

私たち熊本市民は清潔で住みよい街をつくりましょう
私たち熊本市民は郷土の自然や文化財を大切にいたしましょう

私たち熊本市民は時間を正しく守りましょう・

私たち熊本市民は交通道徳を重んじましょう

私たち熊本市民は互いにあたたかく交わり旅行者を親切に迎えましょう

熊本市章

ひらがなの「く」の字を
飼育JL.し.蝣蝣iV..も〔'.'"!て、両氏し7.1

調和を基とし、たくましく

発展する熊本両の姿を太い

円で示したものです。

昭和35年5月11日制定
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●市　木　 イチョウ( イチョウ科)

熊本市民には熊本城が銀杏城とい

われてい.るようになじみ深く．強健

で樹齢が長くレ 市街地の街路に多く

植栽され、独特な尖円錐形の樹形を

つくり春の緑陰、秋の黄葉とその美

しさでよく知られている．

●市　花　肥後椿( ツバキ科)

江戸時代から細川藩の庇護を受け、

藩JJ をはじめ寺社地の豪族等の愛好

者によって広められ改良を重ねて、

清雅枯淡の味わいある銘花となった

といわれている。肥後椿の特色は薄

色の花弁が主流でよく整った一重I咲

きで、中心に金糸銀糸のような色鮮

やかな太い雄しべが梅芯のように盛

りあがるところにある。

●市　鳥 シジュウカラ(シジュウカラ科)

全長約14.5cm で、美しい澄んだ声

でさえずり、多量の害虫を食べ､ 緑を

守る益鳥として市民に親しまれてい

る。金峰山や立田山、託麻二山など

森に多く生息し、白い胸に黒ネクタ

イ状の帯が目立つ可愛い姿で、四季

を通じて観察される。

(こ豐 ヰ 詣 讐゛)
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熊 本市は本年 ２月１日、飽託郡北 部町・河内

町・飽田町・大明町 と合併し 人川約63 万、面 積

266.21 平方キロメートルの新熊本市が誕生しました。

明治22 年の市制施行以来、恵まれた自然環境の

もと、多くの先 人のたゆまぬ努力により築かれた

個性と伝統ある文化・風上を大切に守り育てなが

ら、今日九州の雄都として着実な発展を続けてい

ます。

私は、先の市政施行10() 周年。そしてこの度の

合併を機に、10 年後の熊本市の人｢170 万人、広域

都市圏100 万人と想定した新たな｢ 熊本市基本構

想｣ を策定しました。この張本構想の目指す都市

像は、｢ 水と緑の人間環境都市｣、｢いきいきとした

市民福祉都市｣、｢活 力あふ れる交 流拠点都市｣。

｢風格ある文化創造都市｣ であり、市民と行政が

それぞれの役割 と責任を果たしながら、熊本らし

堺

乃 の こ と

々
ヽ

Hu 爪an City

くまもと

い 特 色 づ く り を 進 め て 行 く もの で あ り ます 。 急 速

に 社 会 変 革 の 進 行 す る 巾 、 安 全 で 快 適 な 生 活 環境

を 維 持 し、 全 市 民 が 人 間 本来 の 豊 か さ を 実 感 で き、

都 市 と し て の 魅 力 と 活 力 あ ふ れ る 「 ヒ ュ ーマ ン シ

テ ィ ・ く ま も と 」 を 建 設 し て い くこ と が 我 々 に 課

せ ら れ た 使 命 で あ り ま す 。

本 年 は 。「南 部 総 合 ス ポ ー ツ セ ン タ ー」や 地 域 経

済 の 活 性 化 に 大 き な 役 割 を 果 た す と期 待 され る「五

福 地 域 開 発 セ ン タ ー 」な ど 柮 次 い で 開 設い た し ま

す が、 平 成 ３ 年 度 に は 、 高 齢 化 社仝 に お け る 福 祉

活 動 の 核 と し て の 「 長 寿 の 里 」 建 設 をは じ め 、 田

際 交流 の 拠 点 と な る 「国 際 交 流 会 館 」 や 合 併 を 記

念 し て の「全 国 物 産 展 」、　　　　　　　　　 「 食 品

工 業 団 地 」。「 勤 労 若　　　　　　　　　　　　 総 合

福 祉 会 館（仮 称 ）」

　

の 具 体 化 を 図 る　　　 ド:　ﾚ:､jﾐlj l,:ﾙjh4ji
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とともに、有明海沿岸と金峰|11 一帯の総介的観光

開発を進め ること:こしております。

さらに、 ゆとりと潤いのある都I隹甘川形成の一

環としてよ 新屋敷リノぐｰ･－サイド構想に着手するな

ど。快適な=都市環境の整備に本格的に取り組むこ

とにしております。　とj'うか今後とも、巾民の皆様

方の‥ 層のご支援、ご協力をいただきますようお

願いいたします。

この市勢要覧は、 未来に向けて人きく飛躍しよ

うとする熊本巾の現況と将来を、写真と資料によ

って紹介したものであり、ご高覧のうえ市政への

一層のご理解を深めていただければ誠に幸いに存

じます。

平成3年3月
輔 市ｎ Ｊ 朮 靖jt





熊本は、昔から「火の国」と呼ばれてきました。大化の改新のあ

と、奈良時代に入って現出水町に国府がおかれ、ここを中心に衆藩
が形成されるようになりましたO　こののち、平安・鎌倉時代を経て

室町時代になると、菊池一族である出田秀信が、はじめて熊本に千

葉城を築き、数代後の城主鹿子木親員が、新しく茶臼山に城を築い

て隈本城と呼びました。

豊臣時代に入って秀吉は全国を制覇するや小西行長と加藤清正に

肥後を分領させたが、徳川の天下になると、加藤清正は肥後54万石

の領主となり、慶長6年から茶臼山に築いていた新城を、隈本城か

ら熊本城に改めました。熊本市が町としての体制を整えたのは、こ

のころからです。続いて細川忠利が肥後の額主となり、大政奉還ま

での二百有余年を細川家が政治を行ってきました。

明治10年西南の役で兵火を受け、市街地の大部分を灰塵に帰した

が,直ちに復興し、明治22年には熊本市が誕生しました。大正から

昭和にかけては隣接町村を合併しつつ熊本市の基礎を固め、九州に

おける政治・経済・教育の中心地として発展を続けました。その後、
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昭和20年には大空襲で、終戦後の復興期にあった28年には未ぞ有の

大水害によって、市街地は壊滅的な被害を受けましたO　しかし全市

民の不断の努力によって、困難を克服した熊本市は、その後数次に

わたる市城の拡大や近代的都市機能の集積を行い、平成元年4月に

は市制施行100周年という大きな節目を迎えましたO

そして、平成3年2月1日、飽託郡の北部町、河内町飽田町、天

明町と合併し、人口約63万人、面積約266平方キロメートルの新熊本

市が誕生しました。

更にこの合輝を機に、 「ヒューマンシティーくまもと」実現のため、
「水と緑の人間環境都市」 「いきいきとした、市民福祉都市」 「活力

l

あふれる交嘩拠点都市」 「風格ある文化創造都市」を目指す都市隼
とした「熊本市葛本構想」を策定し、今後基本計画、実施計画に取

り組むこととしています。 明
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1890　明治23年ユ0月
教育勅語発令
(井上毅と元田永掌が成案)

11月
第1回帝国議会が開かれる

堪1891　　24年7月

二　二三二こ:=I∴~三-I

1899三角憲芸遥月
i 1900　　　33年7月

市内に大洪水,白川の橋ほとんど
流失し、子銅棒付近溺死者多数

蝣1904　　　37年2月

日露戦争はじまり、第6師団出征

1906　　　39年3月
熊本高等工業学校設立

・
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細川忠利、肥後藩主となる

1754　宝暦4-6年
l　藩校時習館、医学校再春館、

1756　藩滋園(薬草園)などが創設される

89

81

古城に医学校が創設される

4年
廃藩置県により熊本児が設置
される

鎮西鎮台(九州および中国西部を
管轄)が設置される

熊本洋学校が創立される

7年
九州最初の新聞、白川新聞が
発行される

10年
西南の役,市街地の大半が
兵火により焼失した

19年
熊.軽.W^iv-i"-")ぷjト!U.二tfl!'M^'
が設置される

20年
第五高等中学校(九州に1校)
創立される

22年4月
市町村制が施行され、
熊本市が誕生する
市域面積5.55km1,人口42,725人、
戸数11,797戸、市議会議員数30人
市職員48人であった

6月
赤十字社熊本支部設立
新南千反畑町、現在の白川公園前
に市役所が開庁

新商千反畑町の旧区役所跡に熊本市役所は開庁した。

7月
第五高等中学が古城から
黒髪に移転

お
鷹
蝣
　
】

m
明治20年古城に新設された

第五高等中学校は、
同22年立田山麓の黒髪に移転。

11月
-1->J>一蝣一㌢・一、.∴　「トl・iこ′・*I、:I

五高に着任

1892　　　25年4月
塘林虎五郎が賓児寮(現大江学園)
を設立

27年7月
第6師団に動員令がくだる
孤児・貫児の養帝を目的とした
天使蘭が設立される

8月
日清戦争がはじまる

I : 1895　　　28年11月
t　　　　イギリス人-ンナ-・リデル女史が
】　　回春病院設立

m 1896

I

蝣

I

恒898

29年4月
夏日淋石が五高に着任、
熊本を森の都と称賛

9H

私立医学校が設立される

31年1月
熊本専売支局が黒髪町に
葉煙草専売所設置

¥on
フランス人、ジョン・メリー・コ
ール神父が聴救済の待労院を設立

この年、市立避病院設立
(後の白川病院)

第23連隊練兵場が山崎町から
渡鹿に移る

32年6月
私立医学校が熊本医学専門校となる

明治34年に市内の電話が開通したO交換手の白い
上衣、紫袴は当時の女性の憧れだった。

1902　　　35年11月
明治天皇をお迎えし、陸軍特別
し　蝣.サ;'. 1:i. iiナ:Ir;・・・--a∴-i-

9月
夏目歓石が「草枕」を発表

40年7月
九州鉄道が国有となる

12月
熊本軽便鉄道株式会社が安巳橋・
水前寺間に軽便鉄道を敷設

軽便鉄道o K. K.T. Kは熊本軽便鉄道株式会社の略。

1908　　　41年2月
'　　人力車争議おこる

】1909　　　　年
鹿児島本線全線開通

1910薬学等宗主是発足
]　　　　　　　4月

女子師範学校発足

6月
熊本ガス株式会社が開業する

44年4月
市立実科高等女学校開校
il/立工業徒弟学校開校

10月
菊池軌道株式会社が上熊本・
広町間敷設

顧こ璽整〕
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1913　大正2年
この年、熊本軌道が田崎・百貰港、
田崎・高腰門に開通

1914　　　　年7月
L,　　第1次世界大戦はじまる

1915　　　　年11月
御大典記念奉祝共進会を開催

大1916鼎公呈墓是芸に移管される
1917　　　　年3月

熊本市工業従弟学校が
熊本商工学校となる

1918　　　　年7月
このころより全国に米騒動

10月
スペイン風邪が流行し、
全国で死者15万人

1920

ZL
Jr

正,i
r

l

日

8

9年10月
第1回国勢調査で、

市人口70,388人
戸数13,817戸

(市史)

1921　　10年6月
隣接11ヵ町村を合併、
人口133,467人
戸数23.819戸の大熊本市が発足
(黒髪・池m　花園・島崎・横手
春日・古町・本荘・春竹・大江
本山)

<1922　拙⊥誓空ヱ曇

大正10年、隣接11ヶ町村を合併し大熊本市が発足し
た。記念碑前で令僻を祝う人たち。
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14年3月
市三大事業(市電、上水道、
23連隊移転)完成記念共進会開催
入場者133万人

。　出水村を孟F=餅

正1926　　15年8月
三大事業完成記念共進会の剰余金
で五高と下河原にプールを造成

1927　昭和2年2月
長六橋を近代式鉄橋に架け替える

7月

市立工業研究所(後の工芸指導所)
が開所

12月
市営バス発足(バス17台)
この年、市及び市付近の人力車812、
乗用馬車4、自動車115

昭和4年7月に
水前寺動物園が閉園。

1930

昭

5年蝣II]

市営勧業館が新市街に開館

10月
市公会堂新館が開館

昭

1941

1942

10月
歩兵第23連隊が
渡鹿に移転

11月
熊本市上水道完成

大正末の市街地。合併による市域の拡大、
三大事業の完成など、市の中心から周辺へと

都市づくりが進むn

昭和2年12月から17台の市営バスが走り始めた。
(写真は昭和8年6月)

1928　　　　年,2月
Si'>i''ii.{¥w-y:、 w恥ノ、 -It--油.一立　-

行われる

-_萱草
NHK熊本放送局でラ_ジオ初放送

9)]

御大典記念事業として、
陸上競技場・野球場が完成

1929　　　　年7月
水前寺動物園が開園

1930　　　　年3月
熊本市歌を制定

昭和5年5月、公会堂の新館が閉館。
昭和43年市民会館の出現に伴い取りこあきれた。

1し931　　　年6月
白坪村を市に食併

11月
天皇陛下をお迎えし、熊本平野等
で陸軍特別大演習を挙行

1932　　　　年9月
失業救済の土木事業をはじめる

I'M

画図村を市に合併

1933　　　　年3月
花園町に市営墓地を開設

4月
熊本高等小学校が再設開校
熊本駅に観光案内所を設置

1935　　10年3月
新興熊本大博覧会を開催

昭和10年3月から5月にかけて開かれた
新興熊本大博覧会。

1943

11年11月

健軍村を市に合併

14年4月

清水村を市に合併

15年12月
川尻町、日吉村、力合村を倉併

この年、市営バスに木炭車登場

16q--4n
小学校が国民学校に改められる

12月
太平洋戦争はじまる

17年4月
九州日日新聞と九州新聞が

托・Jl、・i、MIIVi!こ)!・:蝣1

18年
この年、学徒、女子挺身隊の

Iiil,(.'蝣.li.'j員;HI)
・'*.'I蝣く日さ!∴、
:T<車に&蝣!蝣l二1粥.し>.¥代〉11年I'I
完成する

19年3月

市電気局が市交通局と改称

20年6月
市立本荘産院が発足

昭

7月
7月・8月の空襲で市の大半が　和
焦土と化す

8月
終戦の詔書放送

21年2月
市立市民病院発足

11月
日本国憲法公布(新患放)
この年、学校給食はじまる

22年4月.
市長、県知事か初めて公選で
決まる　国民学校が小学校に
また新制中学が誕生

5月
憲法、地方自治法施行

23年3月
市消防本部設置
市It母子寮を開設

昭和10年頃の新市街記念碑前、
K'mバてこ">',EWi;上'J,;;i',Y-A^ L Il会.v∴

右に勧業館,電話局が見えるC
1948　　　23年3月

市自治警察本部設置
(新警察制度発足)

4月
新制高等学校発足する

1949　　　　4年4月

「火の同まつり」はじまる
iti 、蝣rii務員養l&!中絶の実務面-ォ)
を開設

5月
天皇皇后両陛下ご来熊
この年、国立熊本大学発足
県立熊本女子大学が創設される

市立熊本保健所を上林町に開設

1950　　　25年6月
朝鮮戦争おこる

7月
市妹輪事業開設

熊本市立産院開設

1951　　26年4月
市教育研究所を設置

1952　　　27年1月
市立博物館開館

7月
住民登録制度を実施

1953　　　28年4月
田迎村、御幸村を市に合併

i;I"!

豪雨、大水害で市人口の
66%が雁災

「昭和28年6月26R」大水害の惨状O到る輔尼の山。
流失した家財などで復旧に多くの人手、資材と日数
を要した。　　　　　　　　　　　(上通り筋)
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THE COURSE OF KU州AMOTO

H il-;

28年7月
池上村、高橋村、城山村を
r十]1-,I廿

10月
*立m書館発足　ラジオ熊本開局

29年6月
市自治警察廃止(警察制度改正)

10月
秋津村を市に合併　市電30年記念
「交通観光博覧会」を開催

30年4月
松尾村を市に合併

31年4月
託麻村の一部を市に合併

32年1月
小島町、龍田村を市に合併

7月
大水害で市の33%が浸水し、
金峰山周辺の山津波で死者、
行方不明多数を出す

33年2月
NHK熊本テレビ開局

4月

中島村を市に合併
天皇皇后両陛下ご巡幸で立田LLl、
水前寺などをご観覧

第30回選抜高校野球大会で
済々聾が優捗

9月
熊本市体育館が
水前寺公園横に完成

34年4月
間民年金制度発足

7月
国民健康保険制度発足

35年4月
熊本空港開設

5月
愛市憲輩を制定

8月
熊本城大守閣再建完成

昭

和

昭和35年9月、 83年ぶりに
熊本城天守閣が再建された。

35年9月
第15回国民体育大会を開催

12月
西保健所を開設

37年3月
天守閣再建記念
「躍進熊本大博覧会」開催

1963　　　38年4月
北部清掃事業所開所

1964　　　39年4月
市総合計画策定(マスタープラン)

10月
「まちをキレイにする運動」が
はじまる

2H

東部汚水処理場完成

40年4月
市食肉センター開所　この年、
市内全小学校にプール完成

41年9月
西部清掃事業所開所
市民相談室を設置

10月
熊本保健所が九品寺1丁目に
新装発足

1967　　　42年3月
出水町に県庁新庁舎が完成

1968　　　43年1月
市民会館開館

4月
市社会教育会館が開館
市育英奨学制度創設

1969　　　44年4月
熊本(水辺)動物園が完成し.
「熊本動物大博覧会」を開催

8F

熊本市章きまる

1970　　　45年11月
託麻村を市に合併

1971　　46年4月
新熊本空港開設

ai.
市勤労青少年ホーム開館

昭

和

昭和35年10月,
第15回国民体育大会は.

6月　　　全国から1万3千ノしか集まり

九J)冊従貰自動車道　　　　　盛大に開催された(
(熊本・植木間)開通

7月

熊本市基本構想きまる

iin

市立ユースホステル開館

47年10月
「森の都」を宣言し、
森の都作戦を展開

12月

秋津下水処理場が完成

48年1月
戸島町に市斎場開設

5月
学校給食東共同調理場が完成

49年6月
勤労婦人センターを本山町に開設

10月
西部、南部市民センターが完成
森の都のシンボルとして市の木
「イチョウ」、市の花「肥後ツバキ」
がきまる

5(叶5 F]
身体障害者福祉モデル都市に
指定される

9H

南千反畑町に
1,11I言.・r＼rv-h¥ ・　*　'・''']こ、tv*

10月
市立金峰山少年自然の家が開所

‡976　　　51年3月
「地下水保全都市」を宣言

1977　　　52年4月
西南の役百周年記念式典を行う

5月
熊本市人口が50万人を突破

東部市民センター開設。
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54年4月
新熊本市民病院開設

7n

熊本市保健センター開設

(現東部保健センター)が開所　昭
龍田市民センタ-完成

10月
「健康都市」を宣言

中国・捷林市と友好都市締結

市制90周年記念式典を行う

養護老人ホーム明生園開園
55年6月

身障者福祉センター希望荘開設

8月
水害で約16,900人の市民の
罷災者を出す

121]

熊本市総合計囲碁本構想きまる

56年1月
熊本市保健衛生研究所開設

2月

熊本城西大手櫓門復元完成

3月
産業文化会館が開館

5月
託麻市民センター完成

7月

熊本市総合計画基本計画きまる

8月
西ドイツ・-イデルベルク市へ
友好訪問団を派遣

10FJ

熊本市民の翼、
友好都市桂林市を訪問

11月

新市庁舎建設完成

57年6月
幸田市民センター完成1

7月
北∴ll'f建七一'( -トIl..;.主

小楠記念館完成悪意

1985

1986

昭和54年10月1日、市制90同年の
記念すべき式典の席上で

中国桂林市と友好都市締結。

青少年野外活動センター完成

8月
西ドイツ・-イデルベルク市
管楽五重奏団釆熊

iin

L、¥ト告frfve ^

58年4月
龍田体育館完成

59年5月
市の鳥としてシジュウカラ制定
扇田埋立処分場供用開始

7>J

清水市民センター完成

8月
熊本市の人口が55万人を突破

10月
消防新庁舎完成

60年6月
母子福祉センター完成

8月
秋津市民センター完成

61年1月

熊本市自転車駐車場完成

3月
電子計算システム始動

4月
西部清掃工場完成・
東部清掃事業所開所

7月
総会体育館・青年会館閉館

8月
第4回全国都市緑化くまもとフェア
開催(8月1日-10月12日)

10月
10月1日を「市民健康の日」と制定
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昭和62年9月、教育センタ-オープンO

且ft

昭和62年12月
米国サンアントニオ市

と姉妹都市締結O

61年12月
新西保健所開設

62年4月

川尻下水処理場運転開始

「ふれあし鵠嵐
内に森林学習館がオープン

9月

西消防署が移転新築
教育センターオープン

10月
第1回熊本緑化祭開催

12月
米Bl・サンアントニオ市と
姉妹都市締結

63年1月
くまもと女性フォーラム'88開催

2月

シルバー人材センター発足
-　4丹

大阪事務所オープン

辛

10月

くまもと緑化祭・地場産業振興フ
ェア開催

1989　平成元年1月
坪井川リバーウォーク構想発表

3月

市議会で飽託郡四町からの合併請

願採択
4月

「熊本百彩」開幕

流通情報会館完成
「水源かん養林記念植樹祭」

5月

サンアントニオ市に「熊本園」完成

6月
託麻北小学校に屋上プール完成

シ字ポルマ十ク発拳会

長塀通り豊二5^:午-~1鎧
大江市民センター⊥完成

8月

江津湖まつり~せマ4ゾン才筆表会)

野師・サン乃lト二才市舟妹葡市棚脚式
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9月

宇土櫓・、数寄屋丸二階勧広間完成

ノ. ∴動物資料館完成
J吾　熊本城フiステイバル

10H

v一塵兜都市サミット開催

「くまもと農産物フェア」成

一.

J
J

,?:.∵]. ・ふ>*-・

平成2年3月
政治倫理条例制定

4月

「総合婦人会館・カルチャーセンタ
ー」がオープン

武蔵塚公園が新たに開園
、511

川尻下水処理場汚泥焼却場完成
6月

中国・桂林市、アメリカ・サンア
ントニオ市、ドイツ・-イデルベ
ルグ市を迎え「水資源国際会議」

を開催
7月

「iさ、一史叫糊jn:ih 、土1.蝣・　1蝣>蝣く

8月

花園市民センターがオープン
市民長寿社会恵輩制定

9月

・卜f<j-IM!蝣- '二

熊本駅前北地区再開発ビル着工
10月

「熊本棲林友誼館」が落成

第1回女性問題全団会議開催
「水の科学館」が開館

11H

こIh. 、 'iitii^-r T、振n.i-'　朴jiiil

!ド・.　_‥
水資漂冨障会畿

毎　3㌢か遠・--コぢ′′-n一エie

水資源Eg際会議
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徳富蘇峰(本名・猪一郎)氏

(昭和30年1月1.日表彰)
.近lit-n　本し蝣vfc'wv訂.、まJT二、世相に

稀な優れ六二思想家であった。

熊本在住中はt　白川新聞、熊本新

聞等を発刊O大江義塾の創始者と
して子弟の教育に専念し、その啓

蒙的影響が大であった。
文久3年1月25日生れ、

昭和32年11月2　日死去ー　95歳O

高橋守雄氏
(昭和30年1月1日表彰)

第7代熊本市長として、歩兵23連
隊の移転・市電・上水道の開設の

三大事業を完遂、市の近代イヒt　発

展繁栄に尽したO　また、教育者と

して熊本商大、短大学長を歴任、
郷土教育の振興育成に努力したO

明治16年1月1日生れー

昭和32年5月6　日死去、 73歳。

細川護立氏
(昭和35年4月1日表彰)

肥後旧藩主細川家16代。有斐学舎
舎長一肥後奨学会設立、多額の奨学

金を出資して本県出身学徒の育成

援護に尽した0　回の文化財保護委

員会委員として、本市の重要文化
財、史跡、名勝等の保存活用に貢献O

明治16年10月21日生れ、

昭和45年11月18日死去、 87歳。

福田令寿氏
(昭和35年4月1日表彰)

医師開業のかたわら、医専五高等

で教鞭をとり子女の教育に専念の
外、社会文化、社会福祉の要職を

歴任、郷土の文イヒ・福祉の向上発
墳!--蝣';<蝣し-f-　油廉I i零rv　人mr fi

であったo

u.H治5q二12i-j　7　nノ1二.Ii、

昭和48年8月7　日死去、 100歳。

宇野哲人氏
(昭和44年10月1日表彰)

東京帝Eg大学での漢学・中国哲学
の教授、東京大学名誉教才受、実践
女子大学々長,名誉教授等優れた
業績は、郷土熊本の文運の興隆に、
また、我匡lの藻学関係の学究者に
多大の影響を与えたO
明治8年12月15E】生れ、
昭和49年2月19日死去、 98歳。

堅山南風(本名・熊次)氏
(昭和44年10月1日表彰)

横山大風画伯等に師事し、日本画
に精進O　その多くの作品の上にー

肥後の郷土色のにじみ出た芸術の

香りがよく生かされているb　日本
画増の第--人者といわれ、また、

郷土文化の進展に大きく貢献した。
明子台20年9月12日生れ、

昭和55年12月30B死去、 93歳O

後藤是山(本名・祐太郎)氏
(昭和54年10月1日表彰)

元九州日日新聞社主筆。生来の文
人墨客の性格と豊かな文筆で、数
多くの郷土史を婿さん監修、先人
についての研究著述があり熊本の
文化の啓蒙に尽した。「明星」同人、
旬誌「かはがらし」 (後の東火)を
主宰したO明治19年6月8日生れ、
昭和61年6月4日死去、 99歳。

中村汀女体名・破魔)氏
(昭和54年10月1日表彰)

高浜虚子の門下生で、現代女流俳
句の第一人者。常にふるさとを愛

する心を底流にした"汀女俳句"

は、氏の人柄と句にふれる人々に、

郷土愛を喚起させ、郷土の文化振

興に貢献。「ホトトギス」同人、「風
花」を主宰した.明治33年4日目日

生れー昭和63年9月20日列三去、 88歳O 13
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